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「KR12-316」は黒穂病抵抗性“極強”で，可製糖量が「NiF8」より多く，株出し無マルチ栽培が可能

熊毛地域向けの黒穂病に強いサトウキビ有望系統「KR12-316」

・機械収穫や株出し萌芽性に優れる「はるのおうぎ」が急速に面積拡大しているが，黒穂病抵抗性が“弱”
・一方，黒穂病抵抗性“強”の「NiF8」が急速に減少し，黒穂病の発生リスクが増大
・黒穂病に強く，株出し栽培でマルチ被覆が不要な品種の早急な導入が必要

成果の内容

背景・目的

・黒穂病抵抗性は“極強”，さび病類抵抗性は“強”
・春植え栽培及び株出し栽培ともに，「NiF8」に比べて茎数が多く，
原料茎重が重く，甘蔗糖度が高く，可製糖量が多い

・株出し無マルチ栽培で，萌芽性が「NiF8」より優れ，
株出し無マルチ栽培が可能

〇普及対象・範囲
熊毛地区のサトウキビ生産者

期待される効果

サトウキビ生産量の維持・向上を実現

〇黒穂病の発生リスクの軽減
〇株出し萌芽が良好でマルチ被覆が不要

→労力軽減で規模拡大が容易
○「NiF8」の代替により，収量増

図 原料茎重及び可製糖量
(R06)

＜本情報の栽培条件等＞
・春植え：植付け（３月上旬），収穫（１月中～２月上旬）
・株出し：株出し管理（２月下旬），収穫（12月中～下旬）
・栽植密度：畝幅120cm，株間30cm，二芽苗2,780本/10a
・施肥窒素量：基肥（9kg/10a），追肥（9kg/10a）

表 病害抵抗性（育成地）

KR12-316 極強 強
NiF8 強 強
NCo310 極弱 弱
Ni22 中 やや強

品種・
系統名

注）品種登録出願に関する参考成績書

「KR12-316」(育成地)より抜粋

黒穂病 さび病類


